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大阪市の参考資料大阪市の参考資料

に「
学
校
選
択
制
」を
実
施
し
て
い
る
。

メ
リ
ッ
ト
は
①
親
子
で
意
見
を
述
べ
、

学
校
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
②
親
子

が
学
校
教
育
に
深
い
関
心
を
持
つ
③

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
④
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
が
進
む

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
の
大
規
模
校
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
答
申
を
基
に
、
新
設
校
の
建

設
構
想
を
打
ち
出
す
こ
と
が
望
ま
れ

る
。「
学
校
選
択
制
」は
通
学
の
安
全

確
保
や
郷
づ
く
り
な
ど
と
の
課
題
が

あ
る
も
の
の
、
過
大
規
模
校
対
策
と

し
て
参
考
に
値
す
る
と
考
え
る
。

▼
大
阪
市
の
視
察
内
容

　
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
答
申「
今
後
の
学
校
配
置
の
適

正
化
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
」に
基
づ

き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
児
童

数
の
大
幅
減
少
と
い
う
全
体
傾
向
に

よ
り
、
小
規
模
校
対
応
の
基
準
と
し

て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
適
正
化
方

針
の
基
本
は「
統
合
」で
あ
り
、「
校
区

の
変
更
」で
あ
る
。
校
区
の
変
更
に

は
、
児
童
の
友
人
関
係
や
兄
弟
関
係

な
ど
の
配
慮
や
統
合
前
に
対
象
校
同

士
の
交
流
活
動
や
地
域
子
ど
も
会
の

合
同
活
動
の
実
施
等
を
し
て
い
る
。

　
大
規
模
校
解
消
は
、
小
学
校
３
校

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

新
設
校
を
目
指
す
方
針
で
あ
る
。
他

　
木
津
川
市
は
、
早
く
か
ら
会
議
の
効
率
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。
働
き
方
改
革
や
経
費
削
減
な
ど
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

　
大
阪
市
の
小
学
校
数
の
傾
向
は
、
小
規
模
校
化
し
て
い
る
。
反
面
、
一
部
地
域
で
は

児
童
数
が
急
増
し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
課
題
解

決
に
向
け
て
議
論
中
で
あ
る
。
働
き
方
改
革
や
経
費
削
減
の
取
り
組
み
、
学
校
規
模
の

適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
事
例
を
調
査
し
た
。（

総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

測
を
進
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

（
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
等
）
に
つ

い
て
、
定
型
業
務
の
短
縮
化
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止
、
人
件
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
業
務
な
ど
、
対
象

と
す
べ
き
業
務
の
検
証
を
踏
ま
え
た

上
、
導
入
検
討
を
進
め
る
。
Ａ
Ｉ
機

能
の
シ
ス
テ
ム
の
進
歩
と
共
に
、
専

門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
採
用
や

研
修
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
け
る
検
討
課
題
と
し
て

も
十
分
な
調
査
内
容
で
あ
っ
た
。

▼
木
津
川
市
の
視
察
内
容

　
平
成
27
年
度
か
ら
会
議
の
効
率
化

と
し
て
事
前
資
料
配
布
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
推
進
の
た
め
庁
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
配
線
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備

し
た
。
資
料
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ

と
で
会
議
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
事
務
効
率
化
で
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ

ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
）
及
び
紙
に
よ
る
申
請

書
の
文
字
情
報
を
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
人

工
知
能
に
よ
る
光
学
文
字
認
証
）
の

実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。
効
果
が

見
込
ま
れ
る
３
業
務
（
年
末
調
整
、

児
童
手
当
現
況
届
、
児
童
ク
ラ
ブ
延

長
料
金
徴
収
）
を
抽
出
し
、
効
果
計

業
務
効
率
化
へ
向
け
た
京
都
府
木
津
川
市
、学
校

規
模
適
正
化
の
た
め
統
廃
合
に
取
り
組
む
大
阪
市

を
視
察

役所業務をAIが支援する木津川市視察役所業務をAIが支援する木津川市視察

デマンドタクシー　市原市視察デマンドタクシー　市原市視察

の
運
行
経
費
は
地
元
負
担
と
し
て
い

た
。

　
市
原
市
に
お
い
て
も
営
業
路
線
と

の
競
合
が
あ
る
も
の
の
、
地
域
住
民

が
主
体
的
に
交
通
網
を
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
事
業
者
も
協
働
の
姿
勢
で

寛
容
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
視
察
を
終
え
て
、
本
市
に
お
い
て

も
地
域
の
交
通
体
系
は
住
民
自
治
に

任
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
の
問
題
意
識
と
し
て
公
共
交
通
を

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
に
有

意
義
な
交
通
手
段
に
な
る
と
考
え
る
。

▼
市
原
市
の
視
察
内
容

　
交
通
政
策
に
つ
い
て
市
民
と
行
政

と
事
業
者
が
協
働
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
同
市
の
特
徴
は
、
行
政
か
ら

提
案
す
る
の
で
は
な
く
主
体
は
運
営

協
議
会
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
運
営

協
議
会
は
自
治
会
長
や
地
域
の
推
薦

人
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
１
、
２

ヵ
月
に
１
回
程
度
会
議
を
開
催
。
会

議
で
は
運
行
状
況
や
収
支
状
況
を
検

証
し
て
運
行
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

　
行
政
は
財
政
的
支
援
と
し
て
導
入

の
た
め
の
事
務
経
費
の
う
ち
年
間
10

万
円
を
上
限
と
し
て
支
給
。
ま
た
運

行
支
援
と
し
て
運
行
経
費
の
２
分
の

１
の
額
か
、
運
行
赤
字
の
い
ず
れ
か

少
な
い
方
を
支
給
し
て
い
る
。
残
り

　
香
取
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
を
保
存
す
る
香
取
市
。
民
間
と
協
力
し
て
外
国
人

観
光
客
を
多
く
集
客
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
は
伊
能
忠
敬
が
名
主
だ
っ
た
地
で
も
あ

る
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す
る
市
原
市
の
特
徴
は
、
市
民
が
運
営
協
議
会
を
作

り
、
交
通
政
策
を
立
案
、
運
営
を
し
て
い
る
。
本
市
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
津
屋
崎
地

域
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
政
策
や
公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
先
進
地
の
事
例
を
調

査
し
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

ド
対
策
と
し
て
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
海
外
現

地
で
の
情
報
を
拡
散
し
て
い
る
。

　
視
察
を
終
え
て
、
本
市
で
は
市
全

体
で
津
屋
崎
地
域
の
歴
史
的
町
並
み

の
価
値
を
共
有
し
、
保
存
や
観
光
と

い
っ
た
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
は
観
光
資
源
を
観
光

客
誘
致
に
十
分
生
か
し
き
れ
て
な
い

と
考
え
る
。
こ
の
視
察
を
通
し
周
辺

自
治
体
と
連
携
し
、
旅
行
会
社
や
バ

ス
会
社
に
ツ
ア
ー
を
提
案
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
提
言
し
た
い
。

▼
香
取
市
の
視
察
内
容

　
平
成
28
年
に
は
、
香
取
市
を
含
む

北
総
四
都
市
は
江
戸
を
感
じ
る
町
並

み
群
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
伊
能
忠
敬
関
係
資

料
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に「
佐
原
の
大
祭
」で
の
山
車
が
、

千
葉
県
内
唯
一
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
来
訪
客
は
外
国
人
が
多
く
、
観
光

案
内
で
は
施
設
で
の
多
言
語
表
記
を

行
っ
て
い
る
。
国
等
の
関
係
機
関
が

行
っ
て
い
る
在
外
公
館
に
よ
る
外
国

青
年
を
任
用
す
る
制
度
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
タ
イ
人
と
ア
メ

リ
カ
人
の
国
際
交
流
員（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）を

２
人
配
置
し
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

歴
史
的
な
町
並
み
を
活
用
し
た
観
光
振
興
を
行
っ

て
い
る
千
葉
県
香
取
市
、デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
千
葉
県
市
原
市
を
視
察

伊能忠敬の郷土　香取市佐原伊能忠敬の郷土　香取市佐原
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づ
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を
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容

　
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
答
申「
今
後
の
学
校
配
置
の
適

正
化
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
」に
基
づ

き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
児
童

数
の
大
幅
減
少
と
い
う
全
体
傾
向
に

よ
り
、
小
規
模
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対
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と
し

て
取
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い
る
。
適
正
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方
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統
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あ
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校
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解
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今
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新
設
校
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目
指
す
方
針
で
あ
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他

　
木
津
川
市
は
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く
か
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会
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効
率
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レ
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Ｒ
Ｐ
Ａ
や
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Ｃ
Ｒ
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証
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働
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方
改
革
や
経
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に
成
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。

　
大
阪
市
の
小
学
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傾
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、
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い
る
。
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面
、
一
部
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で
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ク
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取
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が
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の
運
行
経
費
は
地
元
負
担
と
し
て
い

た
。

　
市
原
市
に
お
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て
も
営
業
路
線
と

の
競
合
が
あ
る
も
の
の
、
地
域
住
民

が
主
体
的
に
交
通
網
を
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
事
業
者
も
協
働
の
姿
勢
で

寛
容
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
視
察
を
終
え
て
、
本
市
に
お
い
て

も
地
域
の
交
通
体
系
は
住
民
自
治
に

任
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
の
問
題
意
識
と
し
て
公
共
交
通
を

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
に
有

意
義
な
交
通
手
段
に
な
る
と
考
え
る
。

▼
市
原
市
の
視
察
内
容

　
交
通
政
策
に
つ
い
て
市
民
と
行
政

と
事
業
者
が
協
働
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
同
市
の
特
徴
は
、
行
政
か
ら

提
案
す
る
の
で
は
な
く
主
体
は
運
営

協
議
会
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
運
営

協
議
会
は
自
治
会
長
や
地
域
の
推
薦

人
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
１
、
２

ヵ
月
に
１
回
程
度
会
議
を
開
催
。
会

議
で
は
運
行
状
況
や
収
支
状
況
を
検

証
し
て
運
行
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

　
行
政
は
財
政
的
支
援
と
し
て
導
入

の
た
め
の
事
務
経
費
の
う
ち
年
間
10

万
円
を
上
限
と
し
て
支
給
。
ま
た
運

行
支
援
と
し
て
運
行
経
費
の
２
分
の

１
の
額
か
、
運
行
赤
字
の
い
ず
れ
か

少
な
い
方
を
支
給
し
て
い
る
。
残
り

　
香
取
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
を
保
存
す
る
香
取
市
。
民
間
と
協
力
し
て
外
国
人

観
光
客
を
多
く
集
客
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
は
伊
能
忠
敬
が
名
主
だ
っ
た
地
で
も
あ

る
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す
る
市
原
市
の
特
徴
は
、
市
民
が
運
営
協
議
会
を
作

り
、
交
通
政
策
を
立
案
、
運
営
を
し
て
い
る
。
本
市
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
津
屋
崎
地

域
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
政
策
や
公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
先
進
地
の
事
例
を
調

査
し
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

ド
対
策
と
し
て
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
海
外
現

地
で
の
情
報
を
拡
散
し
て
い
る
。

　
視
察
を
終
え
て
、
本
市
で
は
市
全

体
で
津
屋
崎
地
域
の
歴
史
的
町
並
み

の
価
値
を
共
有
し
、
保
存
や
観
光
と

い
っ
た
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
は
観
光
資
源
を
観
光

客
誘
致
に
十
分
生
か
し
き
れ
て
な
い

と
考
え
る
。
こ
の
視
察
を
通
し
周
辺

自
治
体
と
連
携
し
、
旅
行
会
社
や
バ

ス
会
社
に
ツ
ア
ー
を
提
案
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
提
言
し
た
い
。

▼
香
取
市
の
視
察
内
容

　
平
成
28
年
に
は
、
香
取
市
を
含
む

北
総
四
都
市
は
江
戸
を
感
じ
る
町
並

み
群
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
伊
能
忠
敬
関
係
資

料
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に「
佐
原
の
大
祭
」で
の
山
車
が
、

千
葉
県
内
唯
一
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
来
訪
客
は
外
国
人
が
多
く
、
観
光

案
内
で
は
施
設
で
の
多
言
語
表
記
を

行
っ
て
い
る
。
国
等
の
関
係
機
関
が

行
っ
て
い
る
在
外
公
館
に
よ
る
外
国

青
年
を
任
用
す
る
制
度
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
タ
イ
人
と
ア
メ

リ
カ
人
の
国
際
交
流
員（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）を

２
人
配
置
し
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

歴
史
的
な
町
並
み
を
活
用
し
た
観
光
振
興
を
行
っ

て
い
る
千
葉
県
香
取
市
、デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
千
葉
県
市
原
市
を
視
察

伊能忠敬の郷土　香取市佐原伊能忠敬の郷土　香取市佐原
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つ

ここが
聞きたい 一般質問

一般質問の詳細は、福津市議会ホームペー
ジをご覧ください。
質問者ごとに一般質問を録画配信していま
す。公開は、各定例会後の４年間です。
（検索方法は19ページに掲載）

福津市古墳キャラクター
ふんちゃん

①新原・奴山古墳群内の施設等移転及び用地
取得について

②地域商社「いいざい」と連携している産直施
設について

 6 . 尾島　武弘 ・・・・・・・ Ｐ14

①学校及び公共のトイレについて
②おくやみコーナーの設置について

 7 . 中村　晶代・・・・・・・・ P15

①市の防災計画について

 8 . 石田　まなみ ・・・・・・ P15

①市がん検診事業について
②市の社会体育の現状について
③市職員の人員配置と時間外勤務について

 9 . 中村　清隆 ・・・・・・・ P16

①幼児教育・保育の無償化の対応について
②タクシーの利用について
③学校施設の整備について

10. 蒲生　守 ・・・・・・・ P16

①子育て支援について

11. 田中 純子 ・・・・・・・・ P17

①まちづくり基本構想の計画策定の背景に記載
されている課題等の今後について

12. 下山　昭博・・・・・・・・ P17

①市の防災・減災について
②子どもの学習環境の整備及び活用について
③市の観光戦略について

13. 福井　崇郎・・・・・・・・ P18

①小中学校の大規模校解消のために新設校の
建設を

②よりよい幼児教育・保育をめざして

 １ . 戸田　進一・・・・・・・・ P12

①郷づくりと自治会について

 2 . 榎本　博 ・・・・・・・・ P12

①小中学校及び学童保育所の施設整備計画に
ついて

②竹尾緑地の環境保全と有効活用について
③市営納骨堂の建設計画について

 ３．横山　良雄 ・・・・・・・・ P13

①包括的な支援体制の構築について
②市道の管理について

 4 . 髙山　賢二 ・・・・・・・ P13

①大規模災害対策について

 5 . 八尋　浩二 ・・・・・・・ P14 　「
福
津
市
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
各
中
学
校
生
徒
会
メ
ン

バ
ー
が
３
回
の
会
議
を
重
ね
て
き
た
。

　
４
回
目
と
な
る
中
学
生
未
来
会
議

（
令
和
元
年
11
月
９
日
）は
福
津
市
議
会

の
本
会
議
場
で
開
催
し
、
市
長
・
副

市
長
・
教
育
長
の
出
席
の
も
と
12
議

案
を
提
出
し
た
。
一
部
議
案
を
紹
介
。

　
ど
れ
も
夢
が
あ
り「
福
津
愛
」が
溢

れ
る
議
案
ば
か
り
だ
っ
た
。

・Let's

　build

　a

　D
om
e!!

資
金
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
長
年
か
け
て
集
め
、
ド
ー
ム
を
作

り
、
自
然
と
共
生
で
き
る
ま
ち
に
。

・「
教
え
て
！
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
年
寄
り
は「
知
恵
教
室
」を
、
若
者

は「
ス
マ
ホ
教
室
」な
ど
、
異
年
齢
の

交
流
を
増
や
し
地
域
が
一
つ
の
大
き

な
家
族
と
な
る
ま
ち
に
。

・Com
e

　Back

　
割
引

市
の
お
い
し
い
食
物
や
工
芸
品
を
、

在
住
歴
に
応
じ
て
割
引
制
度
で
販
売

し
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
地
産
地
消
の

拡
大
を
図
る
。

　
取
手
市
議
会
は
平
成
29
年
「
女
性
議
員
に
よ
る
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
女
性
の
視
点
で
議
員
活
動
を
検
証
し
た
。

　
習
志
野
市
議
会
は
議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
見
送
っ
た
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
導
入
と
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
行
っ
て
い
る
。
両

市
議
会
の
議
会
改
革
の
現
状
を
調
査
し
た
。

（
議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

　
基
本
条
例
の
検
討
結
果
は
、
規
定

す
べ
き
事
項
が
す
で
に
実
施
し
て
い

る
た
め
、
改
め
て
基
本
条
例
を
制
定

す
る
必
要
性
が
な
い
と
し
た
。
ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
導
入
し
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
が
実
現
し
た
。
費
用

対
効
果
は
、
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本

費
、
人
件
費
、
合
計
７
５
５
万
円
の

削
減
効
果
と
な
っ
た
。

取
手
市
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
特
別
委
員
会
に
お
い
て
会
議
規
則

の
一
部
改
正
、
議
会
お
よ
び
委
員
会

の
欠
席
理
由
と
し
て
出
産
・
育
児
、

介
護
な
ど
を
明
記
。
ま
た
、
議
員
報

酬
条
例
も
平
成
30
年
に
妊
娠
・
出
産

と
そ
れ
ら
を
起
因
と
し
た
疾
病
に
よ

る
長
期
欠
席
を
し
た
場
合
は
、
報
酬

減
額
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
よ
う

に
変
更
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
動

き
は
取
手
市
だ
け
で
は
な
く
、
国
の

法
整
備
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、
平

成
30
年
に
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出

し
て
い
る
。

習
志
野
市
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　「
議
会
基
本
条
例
」及
び「
議
会
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
」を
テ
ー
マ
と
し
、
議
会
改
革

検
討
協
議
会
を
設
置
し
た
。

女
性
の
視
点
で
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
だ
千
葉
県

取
手
市
議
会
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
分
科
会
を
設
置
し
て
い

る
千
葉
県
習
志
野
市
議
会
を
視
察

女性の視点から取手市議会視察女性の視点から取手市議会視察

中
学
生
が
議
会
形
式
で

福
津
市
の
未
来
を
市
長
ら
に
提
言

本会議場で提案する中学生と議長を務める各校の生徒会長本会議場で提案する中学生と議長を務める各校の生徒会長


